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真
宗
大
谷
派
に
お
け
る
女
性
教
化

─
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
の
教
説
を
辿
る
─

福　

島　

栄　
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は 

じ 

め 

に

　

近
代
以
降
の
真
宗
大
谷
派
は
、
女
性
教
化
を
い
か
に
行
っ
た
の
か
。
そ
こ
で
説
か
れ
た
教
学
・
教
化
の
言
説
に
お
け
る
女
性
観
と
は

い
か
な
る
特
徴
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
う
し
た
課
題
設
定
か
ら
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
拙
稿
「「
精
神
主
義
」
の
女
性
教
化
論—

『
家

庭
』
誌
に
み
る
「
仏
教
家
庭
」「
女
性
救
済
」「
戦
争
観
」—

」（『
教
化
研
究
』
第
一
三
五
号
、
二
〇
〇
六
年
）
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
そ

の
拙
稿
の
内
容
も
明
治
期
を
中
心
に
論
じ
て
お
り
、
大
正
期
以
降
戦
後
ま
で
を
通
史
的
に
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で

は
、
真
宗
大
谷
派
に
お
け
る
女
性
教
化
の
言
説
に
焦
点
を
あ
て
て
、
明
治
以
降
か
ら
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を
は
さ
み
、
戦
後
の
真
宗

同
朋
会
運
動
か
ら
現
代
に
か
け
て
通
史
的
に
概
観
し
、
近
代
以
降
の
真
宗
大
谷
派
に
お
け
る
女
性
教
化
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

予
め
指
摘
す
れ
ば
、
真
宗
大
谷
派
は
、
幕
末
明
治
初
期
の
混
乱
期
を
超
え
て
、
明
治
政
府
の
近
代
化
政
策
に
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、

そ
の
社
会
的
な
役
割
を
果
た
さ
ん
と
し
た
。
上
野
千
鶴
子
が
、
二
五
年
以
上
も
前
に
「「
家
」
制
度
は
、
近
代
国
民
国
家
に
適
合
的
に
形

成
さ
れ
た
家
族
モ
デ
ル
で
あ
り
、
逆
に
国
民
国
家
も
ま
た
、
家
族
モ
デ
ル
に
適
合
的
に
形
成
さ
れ
）
1
（
た
」
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ま
さ
に
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そ
う
し
た
「
家
」
制
度
を
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
生
き
る
女
性
を
生
み
出
す
た
め
の
仏
教
教
説
が
、
教
団
発
行
の
雑
誌
等
を
通
じ
て

積
極
的
に
語
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
真
宗
大
谷
派
や
関
係
婦
人
組
織
が
発
行
し
た
機
関
誌
を
主
な
史
料
と
し
て
取

り
上
げ
た
い
。

　

戦
前
に
形
成
さ
れ
た
「
家
」
制
度
は
、
戦
後
初
期
に
は
、
日
本
の
「
前
近
代
性
」
と
捉
え
ら
れ
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
は
、「
家
」
は

日
本
の
伝
統
で
あ
り
「
特
殊
性
」、「
文
化
」、「
組
織
原
理
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
）
2
（

た
。
一
方
、
真
宗
大
谷
派
は
、
ま
さ

に
「
家
」
制
度
を
前
提
に
し
て
成
り
立
っ
て
き
た
教
団
の
前
近
代
性
を
超
え
る
た
め
に
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、「
家
の
宗
教
か
ら
個
の

自
覚
の
宗
教
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
真
宗
同
朋
会
運
動
を
展
開
し
始
め
る
。
だ
が
、
寺
院
関
係
の
女
性
た
ち
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、

専
ら
「
家
」
に
お
い
て
内
助
の
功
を
尽
く
し
て
生
き
る
姿
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
真
宗
大
谷
派

（
以
下
、
宗
派
）
の
信
仰
運
動
の
展
開
と
女
性
教
化
の
あ
り
方
も
合
わ
せ
て
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
二
〇
一
〇
年
代
ま
で
を
考
察
し
た
い
。

Ⅰ　

明
治
期
の
女
性
教
化
論

伝
統
的
な
教
説
の
時
代
（
明
治
二
〇
年
代
ま
で
）

　

戦
前
の
女
性
に
対
す
る
教
育
の
特
徴
は
、
女
性
の
役
割
を
妻
・
母
と
い
う
「
家
」
に
お
け
る
役
割
に
限
定
し
、
そ
の
妻
・
母
と
し
て

の
役
割
を
通
し
て
、
国
家
へ
の
貢
献
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
真
宗
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
明
治
初

期
か
ら
明
治
二
〇
年
代
後
半
ま
で
の
女
性
教
化
の
特
徴
は
、
当
時
の
出
版
物
を
手
が
か
り
に
す
れ
ば
、
伝
統
的
な
聖
教
類
の
女
性
教
化

論
を
掲
げ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
に
、
存
覚
の
『
女
人
往
生
聞
書
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

同
書
で
は
、
四
十
八
願
に
別
立
て
に
第
三
十
五
願
と
し
て
女
人
往
生
願
が
あ
る
こ
と
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

ソ
ノ
ユ
ヘ
ハ
女
人
ハ
サ
ハ
リ
オ
モ
ク
ツ
ミ
フ
カ
シ
別
シ
テ
ア
キ
ラ
カ
ニ
女
人
ニ
約
セ
ス
ハ
ス
ナ
ハ
チ
ウ
タ
カ
ヒ
ヲ
ナ
ス
ヘ
キ
カ
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ユ
ヘ
ニ
コ
ト
サ
ラ
コ
ノ
願
ヲ
オ
コ
シ
タ
マ
ヘ
ル
ナ
リ
コ
レ
ス
ナ
ハ
チ
先
徳
ノ
料
簡
ナ
）
3
（
リ

　

そ
こ
に
は
罪
障
多
き
五
障
の
身
で
あ
る
女
人
の
、
如
来
の
大
慈
悲
に
よ
る
変
成
男
子
往
生
が
説
諭
さ
れ
、
真
宗
に
お
け
る
伝
統
的
な

女
性
救
済
観
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
『
女
人
往
生
聞
書
』
は
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
七
月
に
活
字
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
真
宗
仮

名
聖
教
』
に
も
収
録
さ
れ
、
明
治
二
〇
年
代
初
期
の
女
人
教
化
の
典
型
的
教
説
で
あ
っ
た
。

　

一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
九
月
に
大
谷
派
婦
人
法
話
会
が
発
足
す
る
が
、
翌
年
出
版
さ
れ
た
坊
守
向
け
教
化
本
、
香
樹
院
徳
龍
（
一

七
七
二
〜
一
八
五
）
4
（

八
）
著
述
『
坊
守
教
誡
聞
書
』
に
は
、
存
覚
の
『
女
人
往
生
聞
書
』
を
敷
衍
し
た
女
人
教
化
論
が
教
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、「
女
人
ノ
身
ハ
五
障
三
従
ト
テ
男
ニ
増
リ
テ
斯
ル
深
キ
罪
ノ
ア
ル
ナ
リ
ト
仰
セ
ラ
レ
テ
（
中
略
）
坊
守
一
人
ノ
身
ノ
上
ハ
男

子
ニ
マ
サ
ル
大
罪
ト
在
家
ニ
マ
サ
ル
大
罪
ト
ノ
二
ツ
ノ
大
罪
ヲ
一
荷
ニ
荷
フ
タ
ル
身
ノ
上
ナ
）
5
（
リ
」
と
、
五
障
三
）
6
（
従
の
女
子
の
罪
深
さ
や
、

坊
守
に
対
し
て
在
家
や
男
子
に
も
勝
る
大
罪
の
自
覚
を
促
し
、
後
生
を
強
く
願
い
生
き
る
よ
う
説
諭
し
て
い
る
。
三
従
の
教
え
は
、
当

時
の
尋
常
小
学
校
の
修
身
教
科
書
に
も
説
か
れ
て
い
た
か
）
7
（

ら
、
真
宗
の
女
人
教
化
論
で
は
、
三
従
に
加
え
て
五
障
を
付
加
し
て
説
い
て

い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
徳
龍
が
教
示
し
た
坊
守
像
は
、
高
倉
学
寮
で
徳
龍
を
師
と
し
て
学
ん
だ
香
山
院
龍
温
（
一
八
〇
〇
〜
一
八
八

五
）
に
受
け
継
が
れ
、
宗
祖
聖
人
六
百
五
十
回
御
遠
忌
の
年
に
『
香
山
院
師
坊
守
訓
』（
法
蔵
館
、
明
治
四
四
年
一
一
月
）
と
し
て
、
よ
り

平
易
な
形
で
語
り
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ⅱ　

日
清
戦
争
前
後—

高
等
女
学
校
令

　

以
上
の
よ
う
な
女
子
・
坊
守
教
化
論
は
、
明
治
期
を
通
じ
て
語
ら
れ
て
い
く
が
、
他
方
で
、
一
八
九
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
そ
れ

ま
で
遅
れ
て
い
た
明
治
政
府
の
女
子
教
育
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。
井
上
毅
文
相
は
、
日
清
戦
争
直
前
の
国
民
的
統
合
と
、
産
業
革

命
期
に
即
応
す
る
労
働
力
育
成
と
い
う
二
つ
の
課
題
の
下
で
教
育
改
革
を
進
め
た
。
井
上
は
、
そ
の
著
書
で
男
女
の
異
な
る
特
質
を
指
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摘
し
、
男
は
外
、
女
は
内
を
治
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
）
8
（
た
。
高
等
女
学
校
教
育
の
目
的
が
良
妻
賢
母
教
育
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の

文
相
の
演
説
内
容
か
ら
知
ら
れ
）
9
（
る
。
他
方
、
宗
派
で
は
、
明
治
二
〇
年
代
後
半
に
は
寺
院
師
弟
を
主
な
対
象
と
し
た
教
育
機
関
と
し
て

各
地
に
真
宗
中
学
を
設
立
し
）
10
（
た
。
ま
た
同
時
期
に
は
坊
守
を
会
員
と
す
る
婦
人
会
組
織
が
各
地
に
組
織
さ
れ
、
宗
派
は
、
そ
れ
ら
の
婦

人
会
組
織
を
通
じ
た
女
子
教
化
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
っ
た
。

Ⅲ　

明
治
三
〇
年
代
以
降
の
女
人
教
化—

『
家
庭
』
を
手
が
か
り
に

　

明
治
三
〇
年
代
に
は
、
婦
人
会
の
坊
守
や
仏
教
系
女
学
校
の
女
子
生
徒
を
読
者
と
し
て
想
定
し
た
雑
誌
が
発
行
さ
れ
た
。
大
日
本
仏

教
婦
人
会
（
事
務
所
は
京
都
）
の
機
関
誌
で
『
家
庭
』
と
題
す
る
そ
の
雑
誌
は
、
清
沢
満
之
た
ち
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
精
神
主
義
運
動

の
機
関
誌
『
精
神
界
』
の
姉
妹
誌
と
し
て
発
行
さ
れ
た
。
内
容
的
に
は
、
明
治
二
〇
年
代
ま
で
の
伝
統
的
な
坊
守
訓
を
継
承
し
つ
つ
も
、

真
宗
の
教
え
を
踏
ま
え
た
良
妻
賢
母
と
し
て
信
仰
を
求
め
る
生
き
方
を
説
諭
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
誌
の
男
女
同
権
論
、

女
子
救
済
論
な
ど
に
は
、
真
宗
の
伝
統
的
な
女
性
観
を
踏
ま
え
つ
つ
、
近
代
以
降
の
女
性
向
け
教
説
の
特
徴
が
出
揃
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、『
家
庭
』
の
内
容
を
若
干
詳
し
く
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

大
日
本
仏
教
婦
人
会
の
発
会
式
に
出
席
し
た
大
谷
派
教
育
商
議
会
議
員
の
斉
藤
唯
信
は
、

　

今
日
日
本
の
婦
人
を
見
る
に
三
つ
に
分
る
。
其
一
は
極
め
て
進
歩
は
だ
の
女
学
生
に
し
て
、
其
二
は
極
め
て
古
風
に
育
ち
し
昔

は
だ
の
婦
人
達
に
し
て
何
れ
も
正
し
か
ら
ず
、
其
三
は
進
歩
は
だ
に
も
あ
ら
ず
昔
は
だ
に
も
あ
ら
ぬ
、
そ
の
中
間
の
婦
人
達
な
り
、

さ
れ
ば
本
会
の
会
員
は
其
第
三
の
婦
人
と
な
り
、
し
か
も
仏
教
を
も
て
邪
な
る
を
正
し
く
し
曲
を
直
く
せ
）
11
（
よ

と
説
諭
し
た
。
当
時
の
宗
派
が
目
指
し
た
女
性
教
化
の
特
質
が
う
か
が
え
よ
う
。
ま
た
創
刊
号
巻
頭
「
主
義
」
欄
に
は
、
同
誌
発
行
の

抱
負
が
「
家
庭
を
治
む
る
根
本
精
神
は
、
慈
悲
矜
哀
の
仏
陀
の
精
神
を
家
庭
に
あ
ら
は
し
、
之
に
よ
り
家
庭
教
育
と
云
ひ
衛
生
と
云
ひ
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家
政
と
云
ひ
育
児
と
云
ひ
、
其
他
万
々
の
こ
と
を
処
理
す
る
に
あ
）
12
（
り
」
と
、「
家
庭
」
完
備
の
た
め
に
は
、
仏
陀
の
「
精
神
」＝
慈
悲
に

依
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
同
誌
の
基
本
的
な
教
化
観
に
基
づ
く
「
家
庭
」
像
と
、
そ
の
「
主
義
」
が
う
か
が
え
る
。
ま

た
『
家
庭
』
の
発
行
所
が
浩
々
洞
に
移
り
、
近
藤
純
悟
が
初
め
て
編
輯
人
を
つ
と
め
た
同
誌
第
一
一
号
巻
頭
に
は
、「『
家
庭
』
の
使
命
」

と
題
さ
れ
た
論
説
が
掲
載
さ
れ
、
そ
こ
に
は
、「
苦
し
め
る
姉
妹
に
楽
し
み
を
与
へ
、
悩
め
る
妻
に
慰
み
を
与
へ
、
光
明
に
、
紊
乱
の
家

庭
を
平
和
に
導
き
玉
ふ
大
慈
悲
の
御
恵
み
を
伝
ふ
、
是
家
庭
が
有
す
る
使
命
で
あ
）
13
（

る
」
と
、『
家
庭
』
誌
の
読
者
で
あ
る
婦
人
会
の
会
員

を
想
定
し
た
発
行
趣
旨
を
表
明
し
て
い
る
。
ま
た
同
号
の
「
婦
人
問
題
解
決
の
枢
）
14
（
機
」
に
は
、「
社
会
に
問
ふ
処
の
も
の
は
先
つ
自
己
の

霊
性
に
問
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
他
に
責
め
ん
と
す
る
処
の
も
の
は
先
つ
自
己
の
胸
裡
に
責
め
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
、
婦
人
に
対
し
て
、「
精
神

主
義
」
者
ら
し
く
自
己
内
省
を
勧
め
る
救
済
が
述
べ
ら
れ
た
。

『
家
庭
』
に
み
る
男
女
同
権
論

　

同
誌
第
一
二
号
「
主
義
」
欄
「
吾
人
の
男
女
同
権
論
」
に
は
、
同
誌
の
男
女
同
権
論
へ
の
ス
タ
ン
ス
が
う
か
が
え
る
。
こ
こ
に
は
、

『
精
神
界
』
創
刊
号
の
「
精
神
主
義
」、
第
二
号
「
万
物
一
体
」、
第
三
号
の
「
自
由
と
服
従
と
の
双
運
」
と
い
う
、
い
ず
れ
も
清
沢
満
之

の
主
要
な
論
説
を
論
拠
と
し
て
、
男
女
同
権
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
こ
れ
ら
三
つ
の
論
説
内
容
を
う
け
た
内
容
を
持
つ
「
自

由
と
服
従
と
の
双
運
」
に
は
、「
万
物
一
体
の
真
理
に
体
達
」
し
た
な
ら
ば
、
自
由
と
服
従
と
が
矛
盾
な
く
両
立
す
る
心
境
に
立
ち
得
る

と
い
う
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
「
吾
人
の
男
女
同
権
論
」
に
、
こ
の
「
精
神
主
義
」
の
実
行
主
義
的
な
考
え
方

が
援
用
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
吾
人
の
男
女
同
権
論
」
で
は
、
男
女
同
権
を
一
応
は
認
め
る
が
、
結
論
的
に
は
男
子
に

対
す
る
女
子
の
服
従
を
説
く
こ
と
に
論
旨
の
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
固
よ
り
男
子
と
女
子
と
を
問
は
ず
、
吾
人
は
服
従

を
美
徳
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
広
き
意
味
に
於
て
世
の
一
切
の
も
の
に
服
従
す
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
た
後
に
は
、
男
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女
を
問
わ
ず
服
従
を
美
徳
と
し
な
が
ら
も
、「
是
に
於
て
初
め
て
温
良
恭
謙
に
し
て
而
も
気
力
あ
る
の
婦
人
た
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ

る
」
と
続
く
。
要
す
る
に
「
吾
人
の
男
女
同
権
論
」
は
、「
女
子
が
男
子
に
服
従
す
る
こ
と
決
し
て
厭
ふ
べ
き
も
の
に
非
ざ
る
」
点
に
つ

い
て
、「
万
物
一
体
」
の
境
地
の
必
要
を
説
諭
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
）
15
（
る
。
だ
が
、
読
者
女
性
に
と
っ
て
「
自
由
」
と
「
服
従
」
と
の
両

立
と
は
、
現
実
的
に
は
家
父
長
制
を
前
提
と
す
る
価
値
観
に
従
っ
て
生
き
る
以
外
に
、
他
の
生
き
方
を
想
像
し
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
一

方
『
精
神
界
』
の
「
自
由
と
服
従
と
の
双
運
」
に
は
、
女
性
を
意
識
し
た
視
点
は
一
切
な
い
。『
家
庭
』
誌
で
女
性
を
意
識
し
て
、
同
様

の
趣
旨
を
述
べ
る
時
、
い
き
な
り
女
性
性
を
帯
び
、
ジ
ェ
ン
ダ
）
16
（
ー
を
孕
ん
だ
言
説
へ
と
変
わ
る
の
で
あ
る
。『
家
庭
』
に
お
け
る
女
性
性

の
出
現
は
、
実
は
、『
精
神
界
』
の
救
済
の
言
説
に
女
性
読
者
が
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
言
わ
ば
、「
精

神
主
義
」
の
教
説
は
、
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
『
家
庭
』
の
論
説
に
は
、『
精
神
界
』
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
「
精
神
主
義
」
と
い
う
思
想
が
、
男
女
同
権
と
い

う
社
会
的
な
具
体
的
課
題
に
対
応
し
た
際
に
、
い
か
な
る
言
説
と
し
て
表
れ
た
か
を
見
届
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
、『
家
庭
』
誌
上
に
論
じ
ら
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
帯
び
た
「
精
神
主
義
」
の
教
説
は
、
明
治
期
に
西
洋
か
ら
輸
入
さ
れ
た
男
女
同
権
論

に
啓
蒙
さ
れ
、
自
ら
の
尊
厳
を
意
識
し
た
女
性
た
ち
の
意
欲
を
諦
め
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
得
る
仏
教
教
説
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

『
家
庭
』
が
語
る
女
性
の
救
済

　

次
に
、『
家
庭
』
に
お
け
る
女
性
救
済
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
近
藤
の
「
同
情
の
本
源
」（
第
二
巻
第
四
号
）
は
、
冒
頭
で
「
女
子
は

最
も
弱
く
最
も
精
神
上
の
罪
悪
に
富
め
る
も
の
な
り
と
申
さ
ば
諸
姉
は
（
中
略
）
首
肯
せ
ら
れ
候
や
、
否
や
」
と
読
者
に
あ
る
女
性
観

を
問
い
か
け
な
が
ら
、
叙
述
が
始
ま
る
。
具
体
的
に
は
、
女
子
の
苦
悩
は
、
家
庭
の
主
婦
を
め
ぐ
っ
て
問
題
化
さ
れ
る
。
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主
婦
は
家
庭
に
嫁
ぐ
と
「
前
途
に
希
望
な
く
現
在
に
楽
し
み
を
有
せ
ざ
る
人
」
と
な
り
、
そ
こ
で
「
始
め
て
人
の
死
の
道
に
急
く
所

以
を
知
」
る
と
い
う
。
こ
う
語
っ
た
上
で
近
藤
は
、
家
庭
で
の
苦
悩
が
契
機
と
な
り
、「
自
己
の
弱
き
を
知
り
、
ま
た
自
己
の
内
心
の
邪

念
、
悪
心
の
為
に
悩
め
る
人
」
に
は
、「
大
慈
悲
者
」
た
る
仏
が
「
大
同
情
」
を
寄
せ
、
安
慰
を
与
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
。「
悩
め
る

者
」
と
は
、
こ
こ
で
は
当
然
、
家
庭
の
主
婦
た
る
女
性
で
あ
る
。「
自
己
の
弱
き
を
知
り
（
中
略
）」
と
は
、
言
わ
ば
「
自
己
の
内
心
」

の
内
省
を
前
提
に
し
て
い
る
発
言
で
あ
る
だ
ろ
う
。
注
意
す
べ
き
は
、
主
婦
の
苦
悩
は
個
別
化
さ
れ
ず
、
主
婦
た
る
女
性
の
苦
悩
は
家

庭
に
付
随
す
る
も
の
と
し
て
一
般
化
さ
れ
、
救
済
が
説
か
れ
る
点
で
あ
る
。
だ
が
、
女
性
の
役
割
の
固
定
化
そ
の
も
の
の
問
題
性
が
問

わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
）
17
（
た
。
加
え
て
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
近
藤
の
叙
述
に
も
見
え
る
よ
う
に
、『
家
庭
』
の
論
調
と
し
て
、
存
覚
の
『
女

人
往
生
聞
書
』
と
そ
れ
を
継
承
す
る
伝
統
的
坊
守
訓
に
見
ら
れ
る
偏
っ
た
女
性
観
を
前
提
に
、
女
性
救
済
を
語
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
近
藤
が
、
第
二
巻
第
九
号
巻
頭
に
叙
述
し
た
「
罪
あ
る
女
に
」
は
、
そ
の
意
味
で
典
型
的
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、「
静
か
に
内
心
を
省
る
と
き
は
己
れ
は
如
何
に
あ
さ
ま
し
く
罪
深
き
も
の
な
る
か
を
感
じ
そ
ら
お
そ
ろ
し
き
思
ひ
あ
り
」
と
、

「
某
女
」
が
し
た
「
表
白
」
を
冒
頭
に
お
き
な
が
ら
、「
女
は
罪
深
き
も
の
な
り
」
と
は
「
男
子
が
以
て
女
子
を
軽
賤
」
し
た
言
葉
で
は

な
く
、「
女
子
自
か
ら
が
其
内
心
に
感
じ
た
る
所
を
表
白
し
た
」
と
近
藤
は
述
べ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
「
某
女
」
の
「
表
白
」
を
も

っ
て
、「
女
子
」
一
般
を
語
る
と
い
う
飛
躍
が
あ
る
。
さ
ら
に
、「
罪
悪
の
凡
夫
、
苦
悩
の
衆
生
と
い
ふ
語
が
他
人
を
責
む
る
の
語
な
ら

ず
し
て
、
正
に
自
己
内
心
の
感
じ
を
表
白
し
た
る
も
の
な
る
べ
き
が
如
く
、
女
子
は
罪
深
き
も
の
な
り
と
は
、
女
子
自
か
ら
が
其
内
心

に
感
じ
た
る
所
を
表
白
し
た
る
も
の
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
存
候
」
と
の
叙
述
に
は
、
仏
教
に
お
け
る
男
女
平
等
の
罪
悪
感
の
あ
り
よ

う
が
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。「
女
子
は
罪
深
き
も
の
な
り
」
と
い
う
言
葉
が
た
と
え
自
己
内
心
の
表
白

と
し
て
の
懺
悔
の
言
葉
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
「
女
子
」
の
表
白
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
凡
夫
・
衆
生
の
自
己
内
心
の
表
白

と
し
か
あ
り
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
女
子
は
」
と
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
女
子
は
」
か
ら
始
ま
る
救
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済
の
語
り
そ
れ
自
体
が
、「
女
子
」
ゆ
え
の
罪
悪
感
の
存
在
を
不
当
に
固
定
化
す
る
言
説
で
あ
る
。

障
害
者
差
別
を
伴
う
救
済
論

　

し
か
し
、
憐
れ
む
べ
き
弱
さ
を
持
つ
こ
と
が
、
仏
の
救
済
を
よ
り
招
き
や
す
い
と
い
う
救
済
の
論
理
は
、
行
き
着
く
と
こ
ろ
、
却
っ

て
そ
の
憐
れ
み
は
、
非
常
な
暴
力
性
を
帯
び
る
こ
と
に
も
な
る
。
例
え
ば
、「
啞
女
（
を
し
む
す
め
）」（
筆
名
：
小
花
生
、
第
二
巻
第
一

一
）
18
（

号
）
に
は
、「
犯
し
が
た
い
前
世
か
ら
の
宿
縁
で
あ
る
」
と
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
女
性
に
つ
い
て
の
母
親
の
「
悟

り
」
を
前
提
に
し
つ
つ
、
そ
の
女
性
の
置
か
れ
た
現
実
を
説
明
し
な
が
ら
、「
世
の
中
で
は
、
常
人
と
肩
を
並
ぶ
る
こ
と
の
で
き
ぬ
下
等

の
者
で
あ
り
な
が
ら
、
仏
の
国
で
は
既
に
最
も
尊
い
最
も
大
な
る
者
と
定
め
ら
れ
て
居
る
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。

　

ま
さ
に
、
こ
の
よ
う
な
宿
命
論
的
宿
業
理
解
と
論
理
こ
そ
が
、
宗
派
が
実
社
会
に
お
い
て
犯
し
続
け
て
き
た
不
条
理
な
差
別
の
再
生

産
と
、
差
別
の
温
存
の
助
長
と
を
許
し
て
き
た
こ
と
を
、
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
論
者
の
憐
れ
み
と
慈
善
の
思
い
と

教
化
者
意
識
は
、
却
っ
て
惨
酷
な
言
葉
を
生
み
出
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
人
生
の
苦
悩
の
す
べ
て
を
仏
法
に
出
遇
う
た
め
の
必
然
と
し

て
解
釈
し
て
教
化
者
然
と
し
て
語
り
か
け
る
言
葉
で
も
あ
る
。
こ
の
教
説
の
問
題
性
と
は
、
人
間
の
苦
悩
に
纏
わ
る
事
実
や
出
来
事
を
、

教
化
者
の
達
観
し
た
物
言
い
の
中
に
霧
散
解
消
さ
せ
る
働
き
を
孕
ん
で
い
る
点
に
あ
る
。
あ
る
出
来
事
に
苦
悩
す
る
人
間
に
お
け
る
仏

法
・
宗
教
的
真
理
へ
の
距
離
を
尺
度
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
で
終
始
し
、
出
来
事
そ
れ
自
体
は
問
題
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
）
19
（
る
。

『
家
庭
』
が
語
る
女
性
救
済—

「
変
成
男
子
」
論
を
め
ぐ
っ
て

　

当
時
、
真
宗
京
都
中
学
教
授
で
あ
っ
た
河
崎
顕
了
は
、
存
覚
の
『
女
人
往
生
聞
書
』
に
も
登
場
し
た
第
三
十
五
願
の
「
変
成
男
子
」

に
つ
い
て
「
講
話　

変
成
男
）
20
（
子
」
で
論
及
し
て
い
る
。
河
崎
は
『
大
般
涅
槃
経
』
の
文
言
を
引
用
し
て
「
精
神
に
如
来
の
性
を
知
る
と
、
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知
ら
ぬ
が
、
男
子
と
婦
人
と
別
る
ゝ
所
で
あ
る
」
と
解
説
す
る
。
そ
し
て
「
言
を
か
へ
て
申
さ
ば
。
わ
が
諸
姉
妹
か
、『
変
成
男
子
』
の

願
益
を
、
得
給
ふ
と
否
と
は
、
一
に
、
信
心
の
有
無
に
関
す
る
の
で
あ
る
」
と
、
女
子
に
と
っ
て
の
信
心
の
大
切
さ
を
強
調
し
た
。
だ

が
、
何
故
男
女
の
優
劣
に
譬
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
の
か
説
明
は
な
く
、
た
だ
女
人
の
劣
性
を
固
定
化
す
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
河

崎
が
引
用
す
る
『
御
文
』
の
内
容
は
、
明
ら
か
に
女
人
性
の
問
題
で
は
な
く
、
女
人
を
「
つ
み
ふ
か
く
、
う
た
が
い
の
こ
ゝ
ろ
ふ
か
き
」

者
と
し
て
、
本
質
主
義
的
に
表
現
し
た
文
章
で
あ
る
。
仮
に
存
覚
や
蓮
如
の
本
意
は
女
性
蔑
視
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
う
し
た

近
代
の
教
学
者
た
ち
の
言
説
は
、
存
覚
や
蓮
如
の
教
説
の
歴
史
性
を
考
慮
せ
ず
に
何
ら
女
性
へ
の
偏
見
を
ぬ
ぐ
い
去
る
こ
と
は
な
く
、

従
来
の
「
変
成
男
子
」
理
解
を
助
長
し
て
い
く
機
能
を
果
た
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
「
如
来
の
性
」
を
通

し
た
「
変
成
男
子
」
理
解
は
、
根
強
く
、
い
ま
も
な
お
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
）
21
（
か
。

Ⅳ　

日
露
戦
争
期
及
び
戦
後
期

『
仏
教
婦
人
』
に
み
る
女
性
へ
の
戦
時
教
説

　

さ
て
、『
家
庭
』
は
第
四
巻
か
ら
『
仏
教
婦
人
』
に
改
称
さ
れ
、
内
容
に
も
若
干
の
変
更
が
な
さ
れ
た
。
本
章
で
は
、
同
誌
の
女
性
へ

の
戦
時
教
説
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
二
月
、
日
露
戦
争
が
始
ま
る
と
、
翌
月
号
の
『
仏
教
婦
人
』（
第
四
巻

第
三
号
「
報
道
」）
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

◎
吾
等
は
戦
争
そ
の
も
の
を
善
し
と
も
悪
し
と
も
判
断
い
た
し
兼
ね
候
、
其
は
如
来
を
信
ず
る
も
の
ゝ
眼
に
は
戦
争
そ
の
も
の
に

善
し
悪
し
は
あ
ら
で
、
唯
だ
戦
ふ
べ
か
ら
ざ
る
に
強
て
戦
を
始
め
、
戦
を
避
く
べ
か
ら
ざ
る
に
戦
を
な
さ
ゞ
る
を
こ
そ
悪
し
と
謂

ふ
を
以
て
理
あ
り
と
信
ず
れ
ば
に
候
、（
中
略
）
一
国
家
の
総
て
の
人
の
胸
に
顕
は
れ
て
戦
へ
と
命
じ
給
ふ
時
を
以
て
、
わ
が
国
家

の
総
て
の
人
の
協
心
し
て
、
身
を
棄
つ
る
も
猶
ほ
顧
み
て
戦
ふ
べ
き
時
と
信
じ
申
候
。
／
◎
さ
ら
ば
こ
の
た
び
も
如
来
の
戦
を
命
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じ
た
ま
ふ
と
こ
ろ
と
信
じ
申
候
、

　

戦
争
は
如
来
の
命
に
よ
り
行
う
も
の
で
あ
り
、
勝
負
の
行
方
は
如
来
の
胸
次
第
で
あ
る
か
ら
私
た
ち
は
た
だ
勝
利
を
祈
っ
て
戦
う
の

み
で
あ
る
。
今
こ
そ
、
如
来
が
、「
一
国
家
の
総
て
の
人
の
胸
に
顕
は
れ
て
戦
へ
と
命
じ
」
て
い
る
時
で
あ
り
、
国
民
が
皆
、
戦
争
を
し

た
い
気
持
ち
に
な
れ
ば
、
そ
れ
が
、
如
来
が
戦
争
を
命
じ
た
証
で
あ
る
と
。
だ
が
、
こ
れ
は
、
人
間
・
己
の
願
望
を
、
た
だ
如
来
の
仕

業
に
託
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、『
仏
教
婦
人
』
第
四
巻
第
四
号
「
本
領
」
欄
に
は
、「
軍
国
の
女
子
」
と
し
て
、
夫
を
失
っ
た

「
軍
国
の
妻
」
の
心
が
け
と
は
、
一
家
を
担
う
独
立
心
を
養
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
戦
争
が
与
ふ
る
尊
と
き
教
訓
」（「
軍
国
の
女
子

三
」）
と
な
る
と
、
戦
争
を
宗
教
的
教
訓
へ
と
昇
華
さ
せ
て
い
る
。

　

日
露
戦
争
後
の
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
三
月
、『
仏
教
婦
人
』
の
後
継
誌
と
目
さ
れ
る
婦
人
教
化
雑
誌
『
婦
徳
』
が
、
大
谷
派
婦

人
法
話
会
か
ら
発
刊
さ
れ
た
。
第
一
号
巻
頭
の
「
本
領
」
欄
「
本
誌
の
発
刊
に
就
て
」
に
は
、
そ
の
発
刊
の
目
的
が
語
ら
れ
て
い
る
。

同
誌
は
、「
い
か
に
罪
深
き
婦
人
も
必
ず
救
は
る
べ
し
。（
中
略
）
是
れ
本
誌
の
世
に
生
れ
得
た
る
所
以
な
り
」
と
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

化
さ
れ
た
女
性
観
を
前
提
と
し
つ
つ
、
婦
人
教
化
の
雑
誌
と
し
て
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
三
月
ま
で
月
刊
で
発
行
（
終
刊
・
四
三

二
号
）
さ
れ
た
。

Ⅴ　

一
九
一
〇
年
代
前
半
以
降—

「
新
ら
し
い
女
」
の
出
現

　

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
九
月
に
平
塚
ら
い
て
う
等
に
よ
り
『
青
鞜
』
が
発
刊
さ
れ
る
と
、
新
聞
や
雑
誌
に
お
い
て
「
新
ら
し
い

女
」
が
賑
や
か
な
論
議
の
対
象
と
な
っ
た
。
先
述
し
た
『
香
山
院
師
坊
守
訓
』（
明
治
四
四
年
一
一
）
22
（

月
）
が
発
刊
さ
れ
た
の
は
、
そ
う
し

た
時
代
で
あ
っ
た
。
同
書
の
編
者
大
須
賀
秀
道
は
後
に
大
谷
大
学
学
長
も
務
め
た
仏
教
学
者
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
「
例
言
」
に
よ
れ
ば
、

本
書
は
、
一
八
五
二
（
嘉
永
五
）
年
に
香
山
院
龍
温
が
成
し
た
坊
守
教
示
草
案
な
ど
数
冊
の
遺
録
を
纏
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
坊
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守
訓
が
出
版
さ
れ
た
明
治
四
四
年
は
四
月
に
宗
祖
聖
人
六
百
五
十
回
御
遠
忌
が
厳
修
さ
れ
、
七
月
に
は
第
一
回
坊
守
教
誨
が
あ
っ
た
年

で
あ
り
、
宗
派
が
、「
新
ら
し
い
女
」
の
時
代
に
、
御
遠
忌
を
契
機
に
坊
守
の
あ
り
方
を
見
直
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
大
須
賀
は
、
そ
の

「
序
」
に
、
親
鸞
の
妻
帯
以
来
の
坊
守
の
宗
風
が
伝
統
と
な
り
、
蓮
如
を
経
て
近
く
は
香
樹
院
徳
龍
や
そ
の
弟
子
の
香
山
院
龍
温
に
ま

で
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
を
述
べ
る
。
御
遠
忌
を
契
機
に
、
教
団
の
組
織
力
強
化
に
坊
守
の
役
目
に
期
待
を
寄
せ
た
宗
派
は
、
同
年
、

初
め
て
「
坊
守
教
誨
」
を
実
施
し
た
。
同
年
六
月
に
出
さ
れ
た
「
御
垂
）
23
（

示
」
が
言
及
す
る
坊
守
の
理
想
像
を
前
提
に
、
大
須
賀
が
各
地

の
婦
人
会
の
坊
守
に
向
け
、
伝
統
的
な
坊
守
像
を
教
示
し
た
の
で
あ
る
。『
香
山
院
師
坊
守
訓
』
の
内
容
は
、
具
体
的
に
は
、「
五
障
三

従
」
の
女
人
観
を
前
提
に
、
三
毒
の
煩
悩
の
自
覚
や
在
家
と
男
に
勝
る
坊
守
の
罪
業
な
ど
を
強
調
し
、
一
層
の
求
法
生
活
の
必
要
を
説

く
も
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
存
覚
、
蓮
如
以
降
の
伝
統
的
な
女
性
観
を
前
提
に
し
た
女
人
教
化
論
や
そ
こ
に
説
か
れ
る
「
五
障
三
従
」
と
い
う

女
性
観
を
前
提
に
し
た
、
あ
る
べ
き
女
人
像
・
坊
守
像
の
あ
り
方
は
、
明
治
時
代
以
降
も
、
宗
派
に
お
い
て
は
、
綿
々
と
し
て
、
受
け

継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
新
ら
し
い
女
」
の
登
場
へ
の
危
機
意
識
の
た
め
か
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
、
明
治
天
皇
の
妻
・
昭
憲
皇
太
后
の
死
去
後

に
、
そ
の
良
妻
賢
母
と
し
て
の
内
助
の
功
と
献
身
ぶ
り
が
讃
え
ら
れ
て
い
く
。
大
谷
派
慈
善
協
会
の
機
関
誌
『
救
済
』（
第
四
編
第
五
号
、

大
正
三
年
五
月
号
）
に
、
村
上
専
精
が
追
悼
の
辞
を
寄
せ
て
、
皇
太
后
の
良
妻
賢
母
と
し
て
の
内
助
の
功
を
讃
え
）
24
（
た
。
ま
た
『
婦
徳
』

（
第
七
五
号
、
大
正
三
年
五
月
号
）「
崩
御
の
悲
）
25
（
み
」
で
も
、
皇
太
后
の
良
妻
賢
母
と
し
て
の
内
助
の
功
を
讃
え
た
。

Ⅵ　

第
一
次
世
界
大
戦
後

　

第
一
次
世
界
大
戦
以
降
、
女
工
た
ち
が
日
本
資
本
主
義
の
重
要
な
担
い
手
に
な
る
と
、
女
性
た
ち
は
「
職
業
婦
人
」
と
呼
ば
れ
注
目
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さ
れ
た
。
他
方
、
女
子
教
育
に
関
し
て
は
見
直
し
が
行
わ
れ
、「
国
民
道
徳
」
を
意
識
し
た
良
妻
賢
母
教
育
の
強
化
が
目
指
さ
れ
た
。
併

せ
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
女
性
が
協
力
し
た
と
い
う
報
道
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
戦
後
に
は
「
職
業
婦
人
」
ブ
ー
ム
は
、
女

性
を
「
国
家
の
一
員
と
し
て
」
の
自
覚
を
促
す
国
策
へ
の
動
員
、
す
な
わ
ち
国
家
総
動
員
体
制
の
創
出
と
結
び
つ
け
て
い
っ
た
。
そ
の

後
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
、
関
東
大
震
災
後
の
一
一
月
に
は
国
民
精
神
作
興
に
関
す
る
詔
書
が
発
布
さ
れ
た
。
こ
の
詔
書
を
う
け
、

宗
派
で
は
、
法
主
が
早
速
に
「
御
垂
）
26
（

示
」
を
発
し
、
宗
派
挙
げ
て
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
四
月
に
は
、
治

安
維
持
法
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
国
家
に
よ
る
国
民
監
視
が
強
ま
る
時
期
に
、
宗
派
は
い
か
な
る
女
性
教
化
を
行
っ
た
の
か
。
以

下
、
概
観
す
る
。

　

同
年
八
月
、
宗
派
で
は
坊
守
規
程
が
制
定
さ
れ
、
家
婦
と
し
て
住
職
の
内
助
の
み
で
な
く
、
門
信
徒
の
模
範
た
れ
と
の
坊
守
像
が
提

示
さ
れ
た
。『
真
宗
』
同
年
一
〇
月
号
に
は
、
妙
好
人
が
「
真
宗
信
徒
の
模
範
」
と
さ
れ
、「
内
家
運
を
挽
回
し
外
社
会
に
奉
仕
し
た
宮

の
さ
女
」
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
他
方
、
女
性
が
社
会
で
働
く
こ
と
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、
坊
守
な
ど
寺
族
女
性
か
ら
は
自
ら
の

立
場
の
自
覚
へ
の
揺
ら
ぎ
を
伴
う
疑
問
や
不
満
の
声
が
あ
が
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
浩
々
洞
同
人
の
多
田
鼎
は
「
寺
族
の
仕
事
」
で
、

寺
族
女
性
の
不
満
を
念
頭
に
、
清
沢
満
之
、
住
田
智
見
な
ど
、
宗
派
内
で
著
名
な
人
物
の
妻
や
愛
国
婦
人
会
創
設
者
の
奥
村
五
百
子
を

例
に
挙
げ
、
寺
族
女
性
の
仕
事
は
「
重
大
」
だ
と
説
諭
し
た
。
ま
た
坊
守
の
な
す
べ
き
役
割
と
仕
事
を
示
し
、「
教
団
の
母
」
で
あ
る
恵

信
尼
、
覚
信
尼
の
高
風
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
い
と
説
諭
し
）
27
（
た
。
恵
信
尼
は
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
『
真
宗
』
誌
上
で
、「
真
宗
婦

人
の
典
型
」
と
し
て
讃
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
両
尼
は
、
宗
派
の
女
性
教
化
の
言
説
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
与
え
ら
れ
た
。
坊

守
規
程
を
新
た
に
定
め
、
坊
守
に
法
務
を
認
め
る
な
ど
寺
族
女
性
の
活
躍
を
認
め
た
宗
派
で
あ
っ
た
が
、
役
割
の
範
囲
は
、
内
助
の
仕

事
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
真
宗
』
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
女
性
論
は
『
女
人
往
生
聞
書
』
を
甦
ら
せ
る
内
容
で
あ
っ
た
。
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Ⅶ　

満
洲
事
変
以
後

　

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
九
月
、
相
続
講
五
十
周
年
に
出
さ
れ
た
「
御
消
息
」
で
は
、
相
続
講
員
が
遵
守
す
べ
き
心
が
け
と
し
て
、
特

に
寺
族
女
性
に
向
け
て
「
女
子
は
（
中
略
）
家
庭
の
間
に
永
く
仏
種
の
断
え
ざ
る
や
う
心
が
け
る
べ
く
候
。（
中
略
）
我
が
身
は
罪
深
く

し
て
出
離
の
縁
な
き
も
の
な
れ
ど
も
、
弥
陀
如
来
ひ
と
り
（
中
略
）
必
ず
た
す
け
ん
と
ち
か
ひ
た
ま
へ
り
と
、
ふ
か
く
信
じ
て
、（
中
略
）

報
謝
相
続
せ
し
む
べ
き
も
の
な
り
」
と
教
示
さ
れ
）
28
（
た
。
翌
年
に
満
洲
事
変
が
勃
発
す
る
と
、
そ
の
翌
日
に
宗
派
は
、
開
教
地
へ
電
命
し

慰
問
の
行
動
を
開
始
さ
せ
た
。
さ
ら
に
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
一
月
、
宗
派
は
、
同
年
四
月
に
覚
信
尼
六
百
五
十
回
遠
忌
法
要
を
厳

修
す
る
旨
を
「
御
書
立
」
と
し
て
提
示
し
た
。
そ
こ
に
は
、「
真
宗
門
末
ノ
婦
人
タ
ル
モ
ノ
（
中
略
）
覚
信
尼
公
ノ
御
遺
徳
ヲ
偲
ヒ
テ
感

謝
報
恩
ノ
生
活
ニ
励
）
29
（

ミ
」
と
あ
り
、
覚
信
尼
を
模
範
と
す
べ
き
こ
と
が
教
示
さ
れ
た
。
ま
た
同
年
一
月
二
七
日
に
は
「
婦
人
教
化
施
設

条
規
」
を
発
布
し
、
覚
信
尼
六
百
五
十
回
遠
忌
を
機
縁
と
し
て
、
婦
人
教
化
体
制
を
整
え
て
い
く
。
こ
の
条
規
発
布
と
同
日
、
宗
務
総

長
名
で
発
せ
ら
れ
た
「
坊
守
諭
達
」
の
内
容
は
、「
御
書
立
」
と
同
じ
趣
旨
で
、
覚
信
尼
を
模
範
と
し
つ
つ
、
特
に
坊
守
に
向
け
て
、
婦

人
連
盟
を
結
成
し
、
婦
人
運
動
に
よ
る
社
会
浄
化
を
目
指
す
べ
き
こ
と
が
説
諭
さ
れ
て
い
）
30
（
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
の
『
真
宗
』
誌
に

は
、「
坊
守
諭
達
」
の
内
容
を
敷
衍
し
な
が
ら
、
坊
守
や
寺
族
婦
人
教
化
の
説
教
が
掲
載
さ
れ
た
。
竹
中
慧
照
「
寺
院
の
使
命
と
坊
守
の

任
）
31
（
務
」
で
は
、
布
教
伝
道
へ
の
坊
守
の
役
割
が
強
調
さ
れ
、
ま
た
大
須
賀
の
「
念
力
に
眼
ざ
め
）
32
（
よ
」
で
は
、

　

女
性
は
愛
念
執
念
の
権
化
と
も
見
る
べ
く
、（
中
略
）
こ
れ
即
ち
女
人
が
男
子
に
ま
さ
つ
て
罪
の
深
し
と
い
は
る
ゝ
所
で
、（
中

略
）
女
性
の
迷
ひ
悩
む
の
も
念
力
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
助
け
救
は
れ
る
の
も
亦
こ
の
念
力
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
れ
を
韋
提
希
の
上

に
見
て
も
、（
中
略
）
一
た
び
提
婆
阿
闍
世
の
逆
害
に
眼
ざ
め
た
と
こ
ろ
、
即
ち
光
台
現
国
の
そ
の
中
に
安
楽
世
界
を
選
ば
し
め
た

の
で
あ
つ
た
。
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と
、
女
性
の
罪
深
さ
を
強
調
し
つ
つ
、
救
済
を
論
じ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
一
〇
月
に
は
、
軍
部
の
総
力
戦
体
制
・
国
防
国
家
創
出
に
全
面
的
に
協
力
す
る
た
め
に
大
日
本
国

防
婦
人
会
が
設
立
さ
れ
た
。
宗
派
は
、
翌
年
一
月
に
は
「
大
谷
派
婦
人
連
盟
結
成
の
諭
達
」
を
発
し
た
。

　

覚
信
尼
公
六
百
五
拾
回
忌
御
法
要
ノ
御
発
示
ア
ラ
セ
ラ
ル
ヽ
ヤ
斯
ノ
機
会
ヲ
以
テ
婦
人
運
動
ノ
躍
進
ヲ
念
シ
テ
総
御
門
末
婦
人

ノ
奮
起
ヲ
促
シ
（
中
略
）
茲
ニ
総
御
門
末
婦
人
ヲ
糾
合
シ
テ
婦
人
連
盟
ヲ
結
成
シ
（
中
略
）
社
会
浄
化
ニ
奉
仕
シ
聊
カ
以
テ
報
国
ノ

一
端
タ
ラ
シ
メ
ン
ト
セ
）
33
（
リ

　

宗
派
は
、
覚
信
尼
六
百
五
十
回
遠
忌
を
機
縁
と
し
て
、
婦
人
連
盟
の
結
成
を
呼
び
か
け
、
坊
守
へ
の
役
割
期
待
を
強
調
し
、
婦
人
教

化
の
体
制
強
化
に
努
め
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
「
坊
守
諭
達
」
を
う
け
て
、
教
学
課
は
「
大
谷
派
婦
人
運
動
に
就
）
34
（
て
」
と
題
し
て
、
婦
人

運
動
に
つ
い
て
の
趣
旨
書
を
作
成
し
、
布
教
使
国
役
職
・
坊
守
・
各
婦
人
団
体
幹
部
へ
指
示
を
し
た
。
す
な
わ
ち
「
坊
守
並
び
に
各
婦

人
団
体
幹
部
の
方
々
は
、
覚
信
尼
公
の
御
精
神
を
偲
び
」、「
全
日
本
婦
人
の
仏
心
化
」
を
目
標
と
し
、
門
末
婦
人
総
動
員
の
協
力
の
重

要
性
を
強
調
し
、
覚
信
尼
を
範
と
し
て
、
国
家
が
求
め
る
女
性
の
育
成
の
た
め
に
全
面
的
に
協
力
す
る
よ
う
力
説
し
た
。
そ
の
内
容
は

旧
来
の
良
妻
賢
母
主
義
、
精
神
的
弱
者
と
い
う
女
性
観
、
第
三
十
五
願
の
積
極
的
意
味
が
説
か
れ
る
な
ど
、
概
ね
明
治
期
以
降
に
語
ら

れ
て
き
た
内
容
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
他
に
も
布
教
研
究
所
参
与
の
竹
中
慧
照
は
、「
真
宗
婦
人
の
自
覚
」
で
、
模
範
的
真
宗
婦
人
と
し
て
、

恵
信
尼
、
覚
信
尼
、
蓮
如
の
母
を
挙
げ
、

　

覚
信
尼
公
を
は
じ
め
、
恵
信
尼
公
や
、
蓮
如
上
人
の
母
君
を
真
宗
婦
人
の
典
型
と
し
（
中
略
）
朝
家
の
た
め
国
民
の
た
め
念
仏

を
申
し
、
世
界
の
平
和
、
人
類
の
福
祉
、
社
会
の
安
栄
の
た
め
（
中
略
）
真
宗
婦
人
と
し
て
の
任
務
を
つ
く
さ
れ
ん
こ
と
を
の

ぞ
）
35
（

む

と
説
い
て
い
る
。
ま
た
皇
后
の
妹
で
、
法
主
大
谷
光
暢
の
妻
で
あ
り
、
大
谷
派
婦
人
連
盟
総
裁
の
大
谷
智
子
裏
方
が
、
真
宗
大
谷
派
婦
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人
連
盟
結
成
婦
人
大
会
に
先
立
つ
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
四
月
五
日
に
、
京
都
放
送
局
か
ら
ラ
ジ
オ
放
送
で
「
仏
教
と
女
）
36
（
性
」
と
題

し
て
講
演
を
し
た
。
ま
た
智
子
裏
方
は
、
婦
人
連
盟
結
成
婦
人
大
会
に
お
い
て
訓
）
37
（
示
す
る
な
ど
、
と
り
わ
け
寺
族
婦
人
の
精
神
的
指
導

者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
っ
た
。

Ⅷ　

日
中
戦
争
期

　

日
中
戦
争
前
夜
の
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
、
憲
法
学
者
の
美
濃
部
達
吉
の
天
皇
機
関
説
を
め
ぐ
る
問
題
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
中

「
国
体
明
徴
」
が
叫
ば
れ
、
同
年
八
月
に
は
文
部
省
は
、
大
谷
派
管
長
に
対
し
、
天
皇
機
関
説
を
排
除
し
、「
国
体
明
徴
」
の
趣
旨
を
門

末
に
徹
底
す
る
よ
う
に
協
力
を
求
め
た
。
同
月
、
岡
田
内
閣
は
「
国
体
明
徴
声
明
」（
第
一
次
）
を
出
す
中
、
こ
う
し
た
動
き
に
呼
応
し
、

宗
派
は
「
教
学
刷
新
の
教
書
」（
一
九
三
六
年
八
月
）
を
示
し
、
そ
の
教
学
内
容
を
平
易
に
表
現
す
る
た
め
に
、
翌
年
四
月
の
立
教
開
宗

記
念
日
に
「
同
朋
箴
規
」
を
定
め
た
。『
真
宗
』
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
六
月
号
で
「
同
朋
箴
規
」
臨
時
特
集
号
を
発
刊
す
る
ほ
ど

の
力
の
入
れ
具
合
で
、
そ
の
後
の
真
宗
大
谷
派
の
教
学
・
教
化
の
基
本
的
な
指
針
と
な
っ
た
。

　

一
九
三
七
年
七
月
の
盧
溝
橋
事
件
を
き
っ
か
け
に
日
中
戦
争
が
激
化
し
、
九
月
に
は
国
民
精
神
総
動
員
運
動
が
開
始
さ
れ
た
。
宗
派

で
は
、
智
子
裏
方
が
中
国
戦
線
へ
兵
士
を
慰
問
し
、
銃
後
女
性
の
範
を
示
し
、
ま
た
宗
派
内
外
の
公
の
場
で
、
兵
士
や
身
内
を
亡
く
し

た
遺
族
に
向
け
て
、「
一
死
報
国
を
誓
は
れ
た
諸
勇
士
の
御
奮
闘
に
よ
る
こ
と
と
、
た
ゞ
〳
〵
感
謝
感
激
の
外
は
な
い
の
で
あ
り
ま
）
38
（
す
」

と
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
日
中
戦
争
開
始
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
一
一
月
、
婦
人
法
話
会
『
婦
徳
』
に

は
、
巻
頭
に
宗
務
総
長
安
田
力
の
論
説
「
時
局
と
婦
）
39
（
人
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
時
局
下
の
婦
人
の
任
務
が
示
さ
れ
、「
平
素
二

諦
の
教
に
導
か
れ
る
真
宗
五
十
万
婦
人
の
自
覚
に
基
く
精
神
総
動
員
が
希
求
せ
ら
る
ゝ
」
と
強
調
さ
れ
た
。
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Ⅸ　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期

　

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
後
は
、
兵
器
生
産
に
も
女
性
が
か
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

未
婚
女
性
は
強
制
動
員
さ
れ
、
主
婦
も
大
日
本
婦
人
会
（
一
九
四
二
年
結
成
）
を
通
じ
て
、
部
品
製
造
な
ど
を
課
せ
ら
れ
た
。
一
九
四
五

（
昭
和
二
〇
）
年
六
月
に
は
大
日
本
婦
人
会
は
解
散
さ
れ
、
一
七
歳
か
ら
四
〇
歳
ま
で
の
女
性
は
、
国
民
義
勇
戦
闘
隊
と
し
て
再
組
織
化

さ
れ
た
。
一
方
、
宗
派
で
は
、
保
育
園
の
保
姆
を
対
象
と
し
た
講
習
会
を
す
る
な
ど
、
様
々
な
形
で
銃
後
婦
人
に
向
け
た
教
化
活
動
を

実
施
し
）
40
（
た
。
厳
如
上
人
五
十
回
御
忌
法
要
に
は
、
戦
没
者
の
追
悼
法
要
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
時
の
様
子
は
、「
誉
の
母
顕
彰
式　

午

後
四
時
よ
り
軍
国
の
母
顕
彰
式
を
挙
行
、
国
民
儀
礼
の
後
豅
教
学
局
長
の
式
辞
あ
り
表
彰
状
授
与
、
宗
務
総
長
殿
の
顕
彰
の
辞
に
つ
ぎ

御
裏
方
よ
り
大
略
次
の
如
き
慰
問
の
御
言
葉
あ
り
、
遺
族
は
感
泣
し
た
」
と
、
我
が
子
を
戦
死
で
失
っ
た
母
を
「
誉
の
母
」
と
し
て
顕

彰
し
た
こ
と
が
『
真
宗
』
に
報
告
さ
れ
て
い
）
41
（

る
。
戦
況
が
悪
化
す
る
中
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
五
月
、
婦
人
法
話
会
の
『
婦
徳
』

（
四
二
二
号
）
に
、
同
会
総
裁
大
谷
智
子
の
「
御
訓
示
」
が
掲
載
さ
れ
）
42
（
た
。
そ
こ
に
は
、
婦
人
も
「
挺
身
し
て
御
奉
公
い
た
さ
ね
ば
な
ら

ぬ
」
と
、
決
戦
生
活
に
臨
む
銃
後
婦
人
の
心
構
え
が
強
調
さ
れ
た
。
さ
ら
に
宗
派
は
大
谷
婦
人
教
化
委
員
を
創
設
し
、
そ
の
目
的
と
し

て
、「
宗
門
婦
人
と
し
て
の
本
分
を
自
覚
し
て
、
総
力
を
結
集
し
、
戦
時
下
婦
人
生
活
指
導
と
戦
時
下
寺
門
経
営
の
確
立
を
計
り
、
下
部

組
織
よ
り
銃
後
国
民
特
に
婦
人
の
教
化
並
に
鞏
固
な
る
団
結
を
な
さ
し
め
以
て
国
家
目
的
に
挺
身
せ
し
め
ん
と
す
）
43
（
る
」
こ
と
を
掲
げ
た

の
で
あ
っ
た
。Ⅹ　

戦
後
か
ら
現
代
へ—

同
朋
会
運
動
以
前

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
下
に
お
い
て
、
軍
国
主
義
の
排
除
と
民
主
化
が
実
施
さ
れ
た
が
、
宗
派
の
教
学



41　（福島）

者
た
ち
は
、
敗
戦
後
以
降
の
男
女
平
等
の
風
潮
を
い
か
に
受
け
と
め
、
い
か
な
る
教
え
を
説
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
例
と
し
て
『
真
宗
』

誌
に
掲
載
さ
れ
た
仏
教
学
者
の
横
超
慧
日
に
よ
る
「
仏
教
と
婦
人
」
を
見
て
み
た
）
44
（
い
。

　

横
超
は
、
戦
後
当
時
の
男
女
同
権
、
女
性
解
放
の
思
潮
を
踏
ま
え
つ
つ
、
従
来
の
「
五
障
三
従
」
説
へ
の
誤
解
を
解
き
た
い
と
し
、

「
男
女
の
差
は
宗
教
的
な
解
脱
の
前
に
は
何
等
の
意
味
も
持
た
ぬ
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
仏
は
男
女
を
平
等
に
救
う
と
論
じ
た
。
だ
が
、

そ
の
言
説
に
は
、
真
宗
の
女
性
教
化
に
綿
々
と
存
在
し
続
け
て
き
た
女
性
へ
の
偏
っ
た
理
解
が
含
ま
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
ま
た
常
本

憲
雄
「
花
を
咲
か
せ
る
女
）
45
（
性
」
に
は
、
念
仏
の
教
え
に
基
づ
く
生
活
を
通
し
て
、
家
庭
に
「
花
を
咲
か
せ
る
」
と
い
う
理
想
の
女
性
像

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
明
治
期
に
発
行
さ
れ
た
『
家
庭
』
誌
の
内
容
を
彷
彿
と
さ
せ
る
内
容
で
あ
っ
た
。

　

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
一
一
月
二
三
日
、
大
谷
派
坊
守
会
連
盟
の
結
成
式
が
挙
行
さ
れ
、
同
じ
日
、
坊
守
を
教
え
導
く
こ
と
を
趣

旨
と
し
て
『
坊
守
教
本
』（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
教
学
局
編
）
が
出
版
さ
れ
）
46
（

た
。
同
書
に
掲
載
さ
れ
た
「
恵
信
尼
の
お
こ
と
ば
」「
坊
守
の

つ
と
め
」
の
二
つ
は
、
坊
守
が
女
性
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
編
集
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
ま
た
こ
の
頃
、『
恵
信
尼
公
』
で
は
、

親
鸞
と
恵
信
尼
が
あ
る
べ
き
夫
婦
像
と
し
て
讃
え
ら
れ
）
47
（
た
。
さ
ら
に
翌
年
、『
教
化
研
究
』
の
「
婦
人
問
題
」
特
集
号
が
、
教
学
研
究
所

か
ら
発
刊
さ
れ
た
。
巻
頭
に
は
、
安
田
理
深
の
「
誓
願
一
仏
乗—

大
義
門
功
徳
に
よ
っ
て
）
48
（—

」
と
題
す
る
論
説
が
掲
載
さ
れ
た
。
安
田

は
、
女
性
に
つ
い
て
「
不
具
者
」「
不
完
全
」
な
ど
と
指
摘
し
、「
純
粋
仏
道
か
ら
は
致
命
的
」
と
し
て
徹
底
的
に
女
性
を
貶
め
な
が
ら
、

そ
の
「
女
性
を
絶
対
的
に
高
め
る
教
」
が
仏
教
な
の
だ
と
説
諭
し
た
。
特
集
号
巻
頭
に
権
威
的
学
者
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
意
味
は
大

き
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
）
49
（
う
。『
教
化
研
究
』
の
読
者
は
、
宗
門
関
係
の
男
性
や
教
学
者
が
多
か
っ
た
か
ら
、
女
性
が
主
な
読
者

と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
婦
人
問
題
」
特
集
号
は
、
教
学
に
関
心
を
寄
せ
る
教
団
内
の
一
部
男

性
を
読
者
に
想
定
し
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
一
〇
月
、
親
鸞
聖
人
七
百
回
大
遠
忌
を
契
機
に
、
大
谷
派
婦
人
総
連
盟
よ
り
冊
子
「
婦
人
シ
リ
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ー
）
50
（
ズ
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
第
一
巻
巻
末
に
は
、
大
谷
派
婦
人
総
連
盟
綱
領
を
掲
げ
、
そ
の
綱
領
に
は
女
性
の
救
い
を
誓
っ
た
第
三
十
五

願
に
込
め
ら
れ
た
大
切
な
二
点
が
あ
る
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

中
心
点
は
歓
喜
信
楽
と
発
菩
提
心
の
二
つ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
女
性
の
特
徴
は
悩
み
が
多
い
こ
と
ゝ
弱
い
こ
と
、
歓
喜
信
楽
と
は

悩
み
を
切
り
開
い
て
喜
び
を
与
え
よ
う
、（
中
略
）
こ
う
い
う
お
心
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
発
菩
提
心
と
い
う
の
は
弱

い
心
、
ど
う
し
て
も
真
実
が
も
と
め
ら
れ
ず
、
日
々
の
生
活
の
中
に
妥
協
し
て
自
分
を
失
い
が
ち
に
な
ろ
う
と
す
る
心
に
、
一
す

じ
の
た
し
か
さ
を
与
え
よ
う
と
い
う
お
心
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。（
中
略
）
こ
の
大
切
な
二
つ
の
こ
と
が
本
当
に
私
た
ち
の
身

に
与
え
ら
れ
る
道
が
、
仏
の
お
心
を
本
当
に
身
を
も
っ
て
頂
か
れ
た
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
で
あ
り
道
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
綱
領
を

か
か
げ
て
、
真
宗
婦
人
の
私
た
ち
は
、
み
ん
な
手
を
と
っ
て
こ
の
道
に
進
ま
（
マ
マ
）う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

と
、
同
連
盟
と
し
て
「
真
宗
婦
人
」
の
心
構
え
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
シ
リ
ー
ズ
Ⅰ
『
女
性
』
に
は
、

　

女
性
は
悩
み
が
多
い
、
と
い
わ
れ
る
。（
中
略
）
悩
み
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
、
女
性
の
特
質
が
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
女
人
は
仏
に
な
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
の
も
、
実
は
こ
の
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
女
性
自
身
が

仏
を
拒
む
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
。（
中
略
）
仏
教
で
女
人
と
い
わ
れ
る
の
は
、（
中
略
）
精
神
的
傾
向
、
女
性
的
な
も
の
と
い

う
こ
と
で
あ
）
51
（

る
。

と
、
女
性
へ
の
偏
っ
た
見
方
が
示
さ
れ
た
。
同
シ
リ
ー
ズ
の
刊
行
は
、
同
朋
会
運
動
開
始
前
夜
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
教

団
に
お
い
て
は
常
識
と
し
て
共
有
さ
れ
た
女
性
観
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
む
ろ
ん
、
こ
う
し
た
女
性
観
は
、
教
団
に
お
け
る

前
近
代
の
伝
統
的
な
女
性
へ
の
認
識
を
引
き
継
ぎ
、
次
節
に
述
べ
る
よ
う
に
、
同
朋
会
運
動
開
始
後
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
の
で
あ

る
。
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Ⅺ　

真
宗
同
朋
会
運
動
以
後

　

同
朋
会
運
動
が
発
足
し
て
一
〇
年
が
経
過
し
た
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
、『
教
化
研
究
』「
真
宗
と
女
性
」
を
テ
ー
マ
に
特
集
号
が

編
ま
れ
た
。
掲
載
さ
れ
た
論
説
で
は
、
い
ず
れ
も
『
女
人
往
生
聞
書
』
や
仏
教
の
伝
統
的
女
性
観
が
再
論
さ
れ
た
。
稲
葉
秀
賢
「
真
宗

に
お
け
る
女
性
観
」
に
は
、「
知
も
な
く
行
も
な
く
、
た
だ
愚
痴
の
な
か
に
お
ろ
お
ろ
し
て
い
る
女
性
、
韋
提
希
こ
そ
、
女
性
の
弱
点
を

代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
か
く
の
如
き
女
性
の
前
に
救
済
の
手
を
さ
し
の
べ
ら
れ
る
教
説
が
実
に
『
観
経
』
な
の
で
あ
）
52
（
る
」
と

あ
る
。
ま
た
稲
葉
は
、
仏
教
に
お
け
る
女
性
解
放
に
つ
い
て
「
現
実
社
会
に
於
け
る
女
性
解
放
と
は
直
ち
に
結
び
つ
か
な
い
（
中
略
）

現
実
社
会
に
お
い
て
虐
げ
ら
れ
た
女
性
も
、（
中
略
）
宗
教
的
世
界
に
於
け
る
女
性
解
放
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
）
53
（
い
」
と
強
調

し
、
女
性
解
放
は
あ
く
ま
で
も
宗
教
的
世
界
の
話
で
あ
っ
て
、
現
実
社
会
の
話
で
は
な
い
と
釘
を
刺
し
て
い
る
。
仏
教
の
世
界
と
現
実

社
会
の
問
題
と
を
切
り
離
し
、
社
会
の
女
性
解
放
と
を
切
り
離
す
意
図
が
読
み
取
れ
る
。『
教
化
研
究
』
誌
上
の
仏
教
学
者
の
言
説
は
、

少
な
か
ら
ず
読
者
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

Ⅻ　

現
代—

一
九
八
六
年　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
施
行
・
婦
人
参
政
権
四
〇
年
以
降

　

一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
、
時
の
参
務
と
宗
務
総
長
の
「
中
央
坊
守
研
修
会
」
で
の
発
言
を
め
ぐ
っ
て
、「
真
宗
大
谷
派
に
お
け
る

女
性
差
別
を
考
え
る
お
ん
な
た
ち
の
集
い
」
の
呼
び
か
け
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
「
中
央
坊
守
研
修
会
」
で
の
参
務
と
宗
務
総
長
の
発
言

は
、「『
女
に
安
心
が
語
れ
る
）
54
（
か
』」
と
い
う
も
の
で
、
従
来
の
宗
門
内
に
お
け
る
女
性
へ
の
差
別
意
識
が
露
呈
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
翌
年
、『
同
朋
社
会
の
顕
現
』
事
件
が
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
差
別
事
件
を
受
け
て
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）

年
四
月
二
〇
日
に
第
一
回
真
宗
大
谷
派
糾
弾
会
が
行
わ
れ
、
同
年
八
月
、
宗
派
は
解
放
同
盟
へ
の
回
答
書
を
提
出
し
）
55
（
た
。
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糾
弾
を
通
じ
て
、
宗
派
は
自
ら
の
差
別
体
質
を
自
覚
反
省
し
、
そ
の
克
服
の
た
め
の
取
組
を
始
め
て
い
く
。
回
答
書
で
は
女
性
差
別

問
題
に
つ
い
て
も
、「
女
性
の
住
職
の
問
題
を
始
め
と
す
る
、
女
性
の
宗
派
に
お
け
る
資
格
に
関
す
る
問
題
も
、（
中
略
）
手
続
き
を
ふ

ま
え
て
五
年
以
内
を
目
途
と
し
て
改
正
に
向
け
て
の
作
業
に
入
る
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
取
組
に
よ
っ
て
、
教
団
の
教
学

者
を
中
心
と
し
た
女
性
へ
の
固
定
観
念
、
ま
た
そ
れ
を
受
容
し
て
き
た
坊
守
た
ち
の
意
識
が
問
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
宗

派
に
「
女
性
室
」
が
開
設
さ
れ
る
の
は
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
女
性
史
研
究
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
成
果
が
、
社
会
的
に
影
響
力
を
持
ち
始
め
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
宗
派
の
坊

守
を
は
じ
め
寺
族
女
性
た
ち
が
、
教
団
に
お
け
る
女
性
の
あ
り
方
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
す
る
動
き
が
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
性
差
を
め
ぐ
る
意
識
の
変
化
を
反
映
す
る
形
で
、
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
に
『
教
化
研
究
』
で
「
真
宗
と
女
性
」
を
テ

ー
マ
に
特
集
が
編
ま
れ
た
。
同
誌
に
は
、
坊
守
か
ら
、
そ
の
坊
守
が
置
か
れ
た
現
状
へ
の
異
論
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

坊
守
は
女
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
で
し
ょ
う
。（
中
略
）
そ
れ
の
正
当
化
の
た
め
に
親
鸞
さ
ん
と
恵
信
尼
さ

ん
の
関
係
性
を
持
っ
て
き
た
ら
だ
め
だ
と
思
う
。（
中
略
）『
恵
信
尼
消
息
』
な
ん
か
に
出
て
く
る
親
鸞
さ
ん
と
恵
信
尼
の
関
係
。

（
中
略
）
あ
な
た
方
は
そ
う
い
う
関
係
に
な
っ
て
い
る
か
と
話
さ
れ
る
男
性
の
講
師
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
あ
あ
い
う
の

は
私
は
納
得
い
か
な
い
の
で
）
56
（

す
。

　

こ
こ
に
は
恵
信
尼
を
理
想
の
坊
守
と
す
る
説
教
の
伝
統
的
な
語
り
へ
の
拒
否
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
教
団
内
に
永
く
自
明
な
も
の
と

し
て
語
ら
れ
て
き
た
女
性
像
へ
の
拒
否
が
、『
教
化
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

お 

わ 

り 

に

　

以
上
、
明
治
期
以
降
か
ら
大
正
・
昭
和
戦
中
・
戦
後
、
現
代
に
か
け
て
、
真
宗
大
谷
派
に
お
け
る
女
性
教
化
の
言
説
の
特
徴
に
つ
い
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て
通
史
的
概
観
を
試
み
た
。
敢
え
て
単
純
化
す
れ
ば
、
幕
末
か
ら
明
治
へ
と
時
代
が
代
わ
り
一
五
〇
年
間
が
経
過
し
た
が
、
通
底
音
の

よ
う
に
流
れ
続
け
て
い
る
の
は
、
存
覚
の
『
女
人
往
生
聞
書
』
や
蓮
如
の
『
御
文
』
中
の
「
五
障
三
従
」
と
い
う
女
性
観
に
基
づ
く
女

性
教
化
の
論
調
な
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
論
調
の
基
本
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
時
に
は
強
く
、
時
に
は
穏
や

か
に
、
時
代
状
況
の
変
化
に
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
幾
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
歴
史
が
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
家
族
形
態

や
夫
婦
の
形
も
、
高
度
経
済
成
長
期
の
様
相
と
は
か
け
離
れ
、
さ
ら
に
は
性
の
多
様
性
の
尊
重
と
性
的
少
数
者
へ
の
差
別
解
消
へ
の
意

識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
果
た
し
て
、
こ
う
し
た
伝
統
的
な
、
根
強
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
た
女
性

教
化
の
教
説
に
、
一
体
誰
が
、
心
か
ら
納
得
し
て
耳
を
傾
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
五
月
の
第
一

八
回
女
性
会
議
の
講
義
で
平
雅
行
が
し
た
、
蓮
如
の
『
御
文
』
の
歴
史
的
評
価
と
現
代
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
の
、
次
の
よ
う
な
指

摘
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

歴
史
的
評
価
と
、
現
代
的
評
価
は
異
な
り
ま
す
。「
五
障
三
従
」
論
が
蔓
延
し
て
い
る
な
か
で
、
蓮
如
さ
ん
は
そ
れ
を
男
女
平
等

の
罪
業
論
に
転
化
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。
で
も
、
今
や
蓮
如
さ
ん
の
目
指
し
た
方
向
が
実
現
し
て
、
男
女
平
等
論
が
一
般

的
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
時
代
状
況
の
な
か
で
、
誤
解
を
招
き
や
す
い
「
五
障
三
従
」
の
『
御
文
』
を
、
わ
ざ
わ
ざ
取
り
上

げ
る
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
蓮
如
さ
ん
の
真
意
か
ら
外
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
男
女
平
等
が
普
通
と
な
っ
た
今
で
は
、

「
五
障
三
従
」
の
『
御
文
』
の
歴
史
的
役
割
は
終
わ
っ
た
、
と
私
は
考
え
ま
）
57
（
す
。

　

男
性
中
心
の
教
団
運
営
に
対
し
て
、
女
性
も
共
同
参
画
し
て
い
く
方
向
性
が
、
女
性
た
ち
の
側
か
ら
提
言
さ
れ
、
二
〇
年
以
上
が
過

ぎ
た
。
こ
の
間
、
女
性
住
職
が
認
め
ら
れ
、
女
性
参
務
が
内
局
に
着
任
す
る
な
ど
、
緩
や
か
に
で
は
あ
る
が
、
教
団
運
営
の
あ
り
方
に

変
化
の
兆
し
が
う
か
が
え
な
く
も
な
い
。
だ
が
、
女
性
坊
守
や
寺
族
女
性
か
ら
、
聖
教
類
に
語
ら
れ
る
女
性
観
へ
の
異
議
申
し
立
て
な

ど
、
教
団
が
温
存
し
て
き
た
男
尊
女
卑
的
な
体
質
へ
の
問
い
直
し
は
、
現
在
も
続
い
て
い
る
。
思
え
ば
、
教
学
的
言
説
は
、
男
性
教
学
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者
が
、
女
性
に
対
し
て
一
方
的
に
説
諭
す
る
語
り
と
し
て
、
永
く
存
在
し
て
き
た
。
だ
が
、
今
で
は
、
多
く
の
女
性
た
ち
が
声
を
あ
げ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
教
団
の
女
性
教
化
の
歴
史
に
鑑
み
れ
ば
、
そ
の
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
女
性
た
ち
は
、

一
方
的
に
教
化
さ
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
、
問
題
意
識
に
目
覚
め
、
問
題
意
識
を
共
有
す
る
者
と
共
同
し
、
思
索
し
、
発
信
し
、
教
団
内

に
お
け
る
女
性
の
位
置
を
少
し
ず
つ
改
善
し
つ
つ
あ
る
。
一
度
、
問
題
意
識
に
目
覚
め
た
な
ら
ば
、
わ
き
起
こ
る
疑
問
を
押
し
殺
し
て

生
き
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
あ
る
。
女
性
た
ち
の
生
き
様
そ
の
も
の
が
、
教
団
の
女
性
史
を
形
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

補
記　

本
稿
は
、
真
宗
大
谷
派
解
放
運
動
推
進
本
部
女
性
室
編
『
女
性
史
に
学
ぶ
学
習
資
料
集
』（
二
〇
一
九
年
八
月
）
所
収
の
拙
稿
「
第
三
章　

真

宗
教
学
・
教
化
の
な
か
の
女
性
観
」
を
、
宗
派
の
許
可
を
得
て
論
旨
を
変
え
ず
に
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
割
愛
し
た
資
料
な
ど
詳
細
は
、『
女
性

史
に
学
ぶ
学
習
資
料
集
』
を
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

註（１
） 

上
野
千
鶴
子
『
近
代
家
族
の
成
立
と
終
焉
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
七
〇
頁
）。

（
２
） 

千
田
有
紀
「「
家
」
の
メ
タ
社
会
学—

家
族
社
会
学
に
お
け
る
「
日
本
近
代
」
の
構
築—

」（『
思
想
』
八
九
八
号
、
一
九
九
九
年
、
八
九
頁
）。

（
３
） 

西
村
九
郎
右
衛
門
編
、
存
覚
著
『
女
人
往
生
聞
書
』（
近
八
郎
右
衛
門
、
明
治
一
五
年
八
月
、
四
〜
五
頁
）。

（
４
） 

香
樹
院
徳
龍
は
、
大
谷
派
の
講
師
ま
で
務
め
た
真
宗
教
学
の
権
威
で
あ
っ
た
。「
坊
守
も
法
務
が
務
め
ら
れ
る
」（『
真
宗
』
大
正
一
四
年
一
〇
月

号
）
に
は
、
坊
守
規
定
の
制
定
を
う
け
、
そ
の
趣
旨
説
明
を
述
べ
る
文
章
に
、「『
坊
守
と
本
堂
の
鼠
と
は
、
御
仏
飯
を
か
ぢ
つ
て
子
供
ば
か
り
生

む
』
と
は
、
た
し
か
香
樹
院
講
師
の
申
さ
れ
た
語
の
や
う
に
覚
え
て
ゐ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
徳
龍
の
言
葉
に
、
坊
守
へ
の
意
識
が
う
か
が
え

よ
う
。

（
５
） 

大
谷
大
学
図
書
館
蔵
、
藤
谷
恵
燈
編
、
香
樹
院
徳
龍
著
述
『
坊
守
教
誡
聞
書
』（
西
村
九
郎
右
衛
門
、
明
治
二
四
年
二
月
、
三
〜
四
、
九
頁
）。

（
６
） 

五
障
と
は
、
女
性
は
生
ま
れ
な
が
ら
梵
天
王
・
帝
釈
天
・
魔
王
・
転
輪
聖
王
・
仏
に
な
れ
な
い
と
い
う
考
え
方
で
、
最
後
の
「
仏
」
以
外
は
仏

教
成
立
以
前
の
イ
ン
ド
に
あ
っ
た
世
界
観
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
後
に
仏
教
の
教
え
に
混
入
さ
れ
た
。
三
従
と
は
、
女
性
は
結
婚
前
に
は
父
に

従
い
、
結
婚
後
は
夫
に
従
い
、
老
い
て
は
息
子
に
従
う
べ
き
存
在
と
す
る
考
え
方
で
あ
り
、
仏
教
成
立
当
時
の
イ
ン
ド
で
は
社
会
道
徳
（『
マ
ヌ
法
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典
』
等
）
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
男
性
に
対
し
て
女
性
を
従
属
的
・
被
支
配
的
位
置
に
置
く
、
父
権
主
義
的
価
値
観
を
反
映
し
て
お

り
、
女
性
の
自
由
で
自
立
的
な
活
動
を
不
当
に
抑
圧
す
る
差
別
性
を
持
つ
。

（
７
） 
『
校
訂
尋
常
小
学
修
身
書
』　

第
八　

女
訓　

第
十
九
課　

明
治
二
五
年
七
月
発
行
、
明
治
二
七
年
九
月
訂
正
四
版
、
国
光
社
発
行
（『
日
本
教

科
書
大
系　

近
代
編　

第
二
巻　

修
身
（
二
）』
講
談
社
、
一
九
六
二
年
）。

（
８
） 
井
上
毅
「
五
倫
と
生
理
の
関
係
」（
井
上
毅
著
『
梧
陰
存
稿
』
巻
一
、
六
合
館
、
明
治
二
八
年
）。

（
９
） 

樺
山
資
紀
文
相
は
、
明
治
三
二
年
四
月
、
地
方
長
官
会
議
で
訓
示
し
、
高
等
女
学
校
教
育
の
目
的
を
「
高
等
女
学
校
の
教
育
は
其
生
徒
を
し
て

他
日
中
人
以
上
の
家
に
嫁
し
、
賢
母
良
妻
た
ら
し
む
る
の
素
養
を
為
す
に
在
り
」（
文
部
省
編
『
歴
代
文
部
大
臣
式
辞
集
』
一
九
六
九
年
、
一
一
七

頁
）
と
述
べ
た
。

（
10
） 

明
治
二
〇
年
代
に
函
館
大
谷
女
学
校
が
開
設
し
、
高
等
女
学
校
令
発
布
以
降
に
女
子
教
育
へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
、
姫
路
の
大
谷
女
学
校
、
京

都
淑
女
学
校
な
ど
が
設
立
さ
れ
た
。

（
11
） 

「
彙
報
」（『
家
庭
』
第
四
号
、
明
治
三
四
年
四
月
、
六
四
頁
）。

（
12
） 

「
本
誌
発
刊
に
就
て
抱
負
を
陳
ぶ
」（『
家
庭
』
創
刊
号
、
明
治
三
四
年
一
月
、
二
頁
）。

（
13
） 

「『
家
庭
』
の
使
命
」（『
家
庭
』
第
一
一
号
、
明
治
三
四
年
一
一
月
、
一
頁
）。

（
14
） 

「
婦
人
問
題
解
決
の
枢
機
」（
同
前
、
三
頁
）。

（
15
） 

「
吾
人
の
男
女
同
権
論
」（『
家
庭
』
第
一
二
号
、
明
治
三
四
年
一
二
月
、
二
〜
四
頁
）
に
は
、「
男
女
同
権
、
勿
論
吾
人
は
之
を
是
認
す
、
而
も

吾
人
は
次
の
如
き
見
地
の
上
よ
り
之
を
是
認
す
る
の
で
あ
る
、
万
物
同
體
、
万
物
相
関
と
い
ふ
こ
と
是
で
あ
る
。（
中
略
）
若
し
吾
人
の
見
地
よ
り

す
れ
ば
、（
中
略
）
女
子
は
女
子
と
し
て
自
ら
其
職
務
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
女
子
が
男
子
に
服
従
す
る
こ
と
決
し
て
厭
ふ
べ
き
も
の
に

非
ざ
る
を
知
る
で
あ
ら
う
。（
中
略
）／
是
に
於
て
初
め
て
温
良
恭
謙
に
し
て
而
も
気
力
あ
る
の
婦
人
た
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。
そ
の
温
良
恭

謙
な
る
は
万
物
一
体
の
見
地
よ
り
服
従
の
美
徳
を
有
す
る
所
以
に
し
て
、
自
重
あ
り
気
力
あ
る
は
自
己
の
本
務
を
自
覚
せ
る
所
以
で
あ
る
」
と
あ

る
。

（
16
） 

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ー
ン
・
Ｗ
．
ス
コ
ッ
ト
の
「
肉
体
的
差
異
に
意
味
を
付
与
す
る
知
」（『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
歴
史
学
』
平

凡
社
、
一
九
九
二
年
）
に
拠
る
。
東
海
地
区
の
仏
教
教
団
に
所
属
す
る
女
性
た
ち
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
「
女
性
と
仏
教
東
海
・
関
東
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
が
発
行
し
た
『
新
・
仏
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー—

女
性
た
ち
の
挑
戦
』（
梨
の
木
舎
、
二
〇
一
一
年
）
の
「
は
じ
め
に
」
に
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
一
員
で
宗
教
学
者
の
川
橋
範
子
は
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、
社
会
・
文
化
的
な
役
割
や
規
範
と
し
て
の
性
別
の
こ
と
」
と
定
義
す
る
。
川
橋
は
、

「
私
た
ち
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
縛
り
が
生
み
出
す
性
差
別
の
問
題
が
、
現
代
日
本
仏
教
の
閉
塞
感
や
行
き
詰
り
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
感
じ
て
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い
る
」
と
、
現
状
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
17
） 

『
家
庭
』
の
投
書
欄
「
は
が
き
集
」
に
は
、
読
者
か
ら
の
女
性
の
役
割
の
固
定
に
関
す
る
質
疑
も
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
同
誌
第
三
巻
第
六
号

（
明
治
三
六
年
六
月
）
か
ら
一
一
号
（
明
治
三
六
年
一
一
月
）
に
か
け
て
、「
あ
き
子
」「
蓮
山
女
」「
朝
子
」
と
称
す
る
三
人
の
女
性
間
で
交
わ
さ

れ
た
応
答
で
は
、
男
女
同
権
問
題
は
、
最
終
的
に
修
心
の
問
題
と
な
り
、「
蓮
山
女
様
と
朝
子
様
と
の
御
教
へ
に
あ
つ
か
り
難
有
存
じ
ま
す
、（
中

略
）
以
後
は
充
分
心
が
お
ち
つ
く
や
う
に
勉
強
を
致
さ
う
と
存
じ
て
お
り
ま
す
」（
第
一
一
号
、
五
二
頁
）
と
、「
あ
き
子
」
が
、
結
局
「
が
ら
に

合
は
ん
こ
と
を
思
つ
た
り
言
つ
た
り
」（
第
九
号
、
五
三
頁
）
し
な
い
で
「
天
職
」（「
蓮
如
女
」
第
八
号
、
四
九
頁
）
を
全
う
す
る
こ
と
で
納
得
す

る
形
で
終
わ
っ
て
い
る
。

（
18
） 

「
啞
女
（
を
し
む
す
め
）」（
筆
名
：
小
花
生
『
家
庭
』
第
二
巻
第
一
一
号
、
明
治
三
五
年
一
一
月
、
三
四
〜
三
八
頁
）。

（
19
） 

岡
真
理
が
し
た
、「
難
民
」
と
な
っ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
例
に
あ
げ
、「〈
出
来
事
〉
が
人
間
に
帰
属
す
る
の
で
は
な
い
。
人
間
が
〈
出
来
事
〉
に

帰
属
し
て
い
る
の
だ
」（『
記
憶
／
物
語
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
〇
一
〜
一
〇
二
頁
）
と
の
指
摘
が
、
示
唆
的
で
あ
る
。
言
葉
を
見
失
う

程
の
〈
出
来
事
〉
に
襲
わ
れ
な
い
者
は
自
明
な
物
語
や
歴
史
を
有
す
る
「
特
権
」
を
持
ち
、
逆
に
自
分
が
何
者
か
を
見
失
う
「
難
民
」
は
、
そ
う

し
た
「
特
権
」
を
持
た
な
い
と
い
う
。
だ
が
恐
ろ
し
い
〈
出
来
事
〉
が
「
難
民
」
を
生
み
出
す
こ
と
を
理
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
〈
出
来
事
〉

を
自
明
な
も
の
と
し
て
人
間
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ
く
と
。
つ
ま
り
〈
出
来
事
〉
が
人
間
に
属
す
る
の
で
な
く
、
人
間
が

〈
出
来
事
〉
に
属
し
て
し
ま
う
の
だ
と
（
以
上
、
取
意
）。
思
え
ば
、
教
化
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
〈
出
来
事
〉
を
、
教
え
に
照
ら
せ
ば
分
か
ら
な
い
こ

と
は
な
く
、
す
べ
て
が
自
明
で
あ
る
か
の
よ
う
な
口
ぶ
り
で
語
り
う
る
達
観
し
た
「
特
権
」
者
で
あ
り
、〈
出
来
事
〉
に
対
し
て
、
謙
虚
で
あ
る
こ

と
は
な
い
の
だ
。

（
20
） 

河
崎
顕
了
「
講
話　

変
成
男
子
」（『
家
庭
』
第
一
一
号
、
明
治
三
四
年
一
一
月
、
九
〜
一
三
頁
）。

（
21
） 

藤
場
芳
子
は
「『
女
人
性
』
と
い
う
差
別
」（『
身
同
』
第
三
六
号
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
、
七
頁
）
で
、「
な
ぜ
意
志
の
弱
さ
を
表
わ
す
の
に
わ

ざ
わ
ざ
「
女
人
」
の
「
性
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
指
摘
す
る
。

（
22
） 

大
須
賀
秀
道
編
『
香
山
院
師
坊
守
訓
』（
法
蔵
館
、
明
治
四
四
年
一
一
月
）。

（
23
） 

「
御
垂
示
」（『
宗
報
』
一
一
八
号
、
明
治
四
四
年
七
月
号
、
三
頁
）
に
は
、「
第
一
に
仏
祖
を
大
切
に
敬
ひ
奉
り
、
た
ど
り
来
れ
る
門
葉
は
聖
人

の
客
人
な
れ
ば
、
聊
爾
の
扱
ひ
あ
る
べ
か
ら
ず
。
住
持
の
僧
分
を
た
す
け
て
御
法
の
弘
ま
ら
む
や
う
こ
ゝ
ろ
ざ
し
、（
中
略
）
猶
子
弟
の
教
育
を
も

お
ろ
そ
か
に
す
べ
か
ら
ず
、（
中
略
）
女
の
心
得
は
智
慧
の
ひ
ら
け
往
く
に
伴
は
ざ
る
様
に
相
見
え
候
ま
ゝ
、
み
づ
か
ら
僧
分
の
内
方
た
る
に
慚

ざ
る
行
の
あ
る
べ
き
は
勿
論
、
友
達
な
ど
を
誘
う
て
、
貞
し
き
心
に
な
さ
ば
や
と
志
し
、
女
は
柔
和
を
貴
ぶ
べ
く
候
へ
ば
、
慈
悲
温
順
の
た
し
な

み
肝
要
た
る
べ
く
候
（
下
略
）」
と
、
坊
守
の
あ
る
べ
き
姿
が
示
さ
れ
た
。
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（
24
） 

村
上
専
精
「
昭
憲
皇
太
后
陛
下
を
送
り
奉
り
て
」（『
救
済
』
大
正
三
年
五
月
号
、
二
〇
頁
）。

（
25
） 

「
崩
御
の
悲
み
」（『
婦
徳
』
第
七
五
号
、
大
正
三
年
五
月
号
、
五
〜
七
頁
）。

（
26
） 
「
御
垂
示
」（『
宗
報
』
大
正
一
二
年
一
一
月
号
、
六
頁
）
に
は
、「
精
神
振
作
ノ
明
詔
ヲ
拝
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
ル
ハ
誠
ニ
雲
霧
ヲ
抜
キ
テ
晴
天
ヲ

観
ル
ノ
想
ア
リ
（
中
略
）
宗
門
ノ
同
朋
ト
共
ニ
均
シ
ク
／
聖
旨
ヲ
奉
戴
シ
テ
其
ノ
実
践
ヲ
期
シ
浮
華
ヲ
警
メ
道
義
ヲ
重
シ
協
力
一
致
世
務
ニ
力
メ

以
テ
万
一
ノ
報
効
ヲ
図
ラ
ン
コ
ト
ヲ
庶
幾
フ
所
ナ
リ
」
と
示
さ
れ
た
。

（
27
） 

多
田
鼎
「
寺
族
の
仕
事—

【
宗
門
に
於
け
る
女
性
の
奮
闘
者
】—

」（『
真
宗
』
昭
和
二
年
一
月
号
、
二
九
〜
三
二
頁
）
に
は
、「《
寺
は
つ
ま
ら

ぬ
か
》
清
沢
満
之
師
は
漫
に
他
人
を
晒
ひ
、
又
嘲
る
人
で
は
あ
り
ま
せ
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
若
し
他
を
羨
み
妬
ん
で
自
ら
を
詰
ら
な
く
は
か
な
む

や
う
な
者
に
あ
ふ
と
、
口
を
極
め
て
罵
ら
れ
ま
し
た
。（
下
略
）《
坊
守
の
重
大
な
仕
事
》（
前
略
）
南
條
文
雄
師
の
母
君
は
、
師
が
其
の
胎
に
あ
ら

れ
た
時
、
三
経
の
拝
読
を
続
け
ら
れ
た
や
う
に
承
は
つ
て
を
る
。（
中
略
）《
恵
信
尼
を
理
想
に
》
我
が
宗
門
は
、
宗
祖
を
中
心
に
し
て
、
之
に
事

へ
ら
れ
な
が
ら
、
教
団
の
母
と
な
ら
れ
て
あ
つ
た
恵
信
、
覚
信
の
両
尼
公
に
よ
つ
て
、
其
の
基
礎
を
固
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
宗
門
の
寺
族
は
、

此
の
大
な
る
両
女
性
の
高
風
を
仰
ぐ
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
愛
国
婦
人
会
の
創
立
者
奥
村
五
百
子
は
、
肥
前
の
光
徳
寺
か
ら
出
ら
れ
た
。

（
中
略
）
只
今
の
処
で
も
常
に
三
人
や
五
人
の
五
百
子
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
あ
る
。

（
28
） 

「
御
消
息
」（『
真
宗
』
昭
和
五
年
一
一
月
号
、
四
頁
）。

（
29
） 

「
御
書
立
」（『
真
宗
』
昭
和
七
年
二
月
号
、
一
頁
）。

（
30
） 

阿
部
恵
水 「
坊
守
諭
達
」（『
真
宗
』
昭
和
七
年
二
月
号
、
二
頁
）。

（
31
） 

竹
中
慧
照
「
寺
院
の
使
命
と
坊
守
の
任
務
」（『
真
宗
』
昭
和
七
年
三
月
号
、
七
〜
一
〇
頁
）。

（
32
） 

大
須
賀
秀
道
「
念
力
に
眼
ざ
め
よ
『
女
性
と
真
宗
』
そ
の
三
」（『
真
宗
』
昭
和
七
年
四
月
号
、
一
三
〜
一
四
頁
）。

（
33
） 

阿
部
恵
水
「
大
谷
派
婦
人
連
盟
結
成
の
諭
達
」（『
真
宗
』
昭
和
八
年
二
月
号
、
一
頁
）。

（
34
） 

朝
倉
慶
友
「
大
谷
派
婦
人
運
動
に
就
て
」（『
真
宗
』
昭
和
八
年
三
月
号
、
三
二
〜
三
四
頁
）。

（
35
） 

竹
中
慧
照
「
真
宗
婦
人
の
自
覚
」（『
真
宗
』
昭
和
八
年
四
月
号
、
六
〜
九
頁
）。

（
36
） 

大
谷
智
子
「
仏
教
と
女
性
」（『
真
宗
』
昭
和
八
年
五
月
号
、
一
二
〜
一
五
頁
）
に
は
、「
仏
教
が
渡
来
し
ま
し
て
か
ら
（
中
略
）
日
本
の
女
性
の

上
に
一
層
し
み
じ
み
と
し
た
深
い
慈
愛
が
現
は
れ
、
あ
く
ま
で
己
を
捨
て
ゝ
物
を
育
て
あ
げ
る
や
う
な
女
性
独
特
の
強
い
活
動
と
も
な
つ
て
ま
ゐ

り
ま
し
た
。
こ
の
慈
愛
を
育
て
上
げ
る
た
め
の
犠
牲
的
活
動
こ
そ
、
仏
教
女
性
に
著
し
い
特
質
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
は
れ
ま
す
」
と
あ
る
。

（
37
） 

真
宗
大
谷
派
婦
人
連
盟
結
成
婦
人
大
会
「
御
裏
方
御
訓
示
」（『
真
宗
』
昭
和
八
年
五
月
号
、
一
七
頁
）。

（
38
） 

大
谷
智
子
「
銃
後
婦
人
の
覚
悟
」（『
光
華
抄
』
一
八
〜
二
〇
頁
）。
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（
39
） 

安
田
力
「
時
局
と
婦
人
」（『
婦
徳
』
三
八
一
号
、
昭
和
一
四
年
一
一
月
号
、
一
頁
）。

（
40
） 

「
教
化
部　

第
五
回
銃
後
保
育
講
習
／
婦
人
修
養
会
」（『
真
宗
』
昭
和
一
八
年
四
月
号
、
一
八
頁
）。

（
41
） 
「
厳
如
上
人
五
十
回
御
忌
法
要　

報
告
」（『
真
宗
』
昭
和
一
八
年
五
月
号
、
一
八
頁
）。

（
42
） 
大
谷
智
子
「
御
訓
示
」（『
婦
徳
』
第
四
二
二
号
、
昭
和
一
八
年
五
月
、
二
頁
）。

（
43
） 

「
大
谷
婦
人
教
化
委
員
の
創
設
」（『
真
宗
』
昭
和
一
八
年
一
〇
月
号
、
六
頁
）。

（
44
） 

横
超
慧
日
「
仏
教
と
婦
人
」（『
真
宗
』
一
九
五
二
年
四
月
号
、
一
〇
頁
）。

（
45
） 

常
本
憲
雄
「
花
を
咲
か
せ
る
女
性
」（『
真
宗
』
一
九
五
四
年
六
月
号
、
四
頁
）。

（
46
） 

真
宗
大
谷
派
宗
務
所
教
学
局
編
『
坊
守
教
本
』
一
九
五
八
年
、
一
三
四
〜
一
三
九
頁
。

（
47
） 

藤
島
達
朗
『
恵
信
尼
公
』（
法
蔵
館
）
一
九
五
六
年
初
版
（
一
九
八
四
年
再
版
）、
五
八
〜
五
九
頁
。

（
48
） 

安
田
理
深
「
誓
願
一
仏
乗—

大
義
門
功
徳
に
よ
っ
て—

」（『
教
化
研
究
』
第
二
三
号
「
婦
人
問
題
」
特
集
号
、
一
九
五
九
年
、
六
〜
一
〇
頁
）。

（
49
） 

安
田
は
、「（
前
略
）
人
間
は
念
仏
に
お
い
て
人
間
に
な
る
の
で
あ
る
。
人
間
が
人
間
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
で
あ
る
こ
と
を
見
出
す
の

で
あ
る
。
た
だ
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
菩
提
心
に
よ
っ
て
、
あ
る
と
い
う
人
間
が
な
る
も
の
に
転
ぜ
ら
れ
る
」（
前
掲
注
48
）
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、

念
仏
に
よ
っ
て
人
間
に
な
る
こ
と
が
「
本
当
の
人
間
」
に
な
る
と
。
か
た
や
男
女
同
権
・
男
女
平
等
と
い
う
思
想
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
か
ら
の

見
方
だ
か
ら
、
女
性
と
男
性
が
同
じ
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
表
面
的
に
考
え
て
い
る
が
、
だ
が
仏
教
で
は
、
念
仏
に
よ
っ
て
女
性
が
転
じ
ら
れ
て

本
当
の
人
間
、
仏
に
な
る
と
す
る
。
人
間
を
超
え
て
本
当
の
人
間
と
な
る
の
が
、
仏
道
の
歩
み
だ
と
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
、

人
間
世
界
に
留
ま
っ
て
い
る
話
で
あ
り
、
人
間
世
界
を
超
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
だ
が
、
そ
れ
は
仏
教
と
社
会
的
現
実
を
断
絶

さ
せ
て
し
ま
う
発
想
で
は
な
い
か
。

（
50
） 

全
五
巻
で
、
各
巻
の
テ
ー
マ
は
、
Ⅰ
女
性
・
Ⅱ
母
・
Ⅲ
家
庭
・
Ⅳ
人
の
い
の
ち
・
Ⅴ
虚
栄
心
。

（
51
） 

仲
野
良
俊
「
女
性
」（『
婦
人
シ
リ
ー
ズ
Ⅰ
』
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
、
一
九
六
一
年
、
五
〜
一
六
頁
）。

（
52
） 

稲
葉
秀
賢
「
真
宗
に
お
け
る
女
性
観
」（『
教
化
研
究
』「
真
宗
と
女
性
」
特
集
号
七
〇
／
七
一
号
、
一
九
七
三
年
、
一
六
〜
一
八
頁
）。

（
53
） 

同
前
。

（
54
） 

「
真
宗
大
谷
派
に
お
け
る
女
性
差
別
を
考
え
る
お
ん
な
た
ち
の
集
い　

案
内　

呼
び
か
け—

宗
門
に
か
か
わ
る
全
女
性
と
共
に—

」（『
真
宗
大

谷
派
に
お
け
る
女
性
差
別
を
考
え
る
お
ん
な
た
ち
の
会
報
告
集
』
第
一
〇
集
、
二
〇
一
六
年
一
月
、
三
六
〜
三
七
頁
）。

（
55
） 

「
解
放
同
盟
本
部
へ
の
回
答
書
」（
一
九
八
九
年
八
月
、
真
宗
大
谷
派
解
放
推
進
本
部
編
『
部
落
問
題
学
習
資
料
集
』、
一
六
一
〜
一
六
四
頁
）。

（
56
） 

『
教
化
研
究
』
一
三
五
号
「
真
宗
と
女
性
」
特
集
号
（
二
〇
〇
六
年
五
月
、
一
二
二
〜
一
二
四
頁
）。



51　（福島）

（
57
） 

平
雅
行
「
一
人
に
立
つ
〜
聖
教
に
見
る
性
差
別
を
考
え
る
」（
二
〇
一
八
年
、
第
一
八
回
女
性
会
議
講
演
録
）（
真
宗
大
谷
派
解
放
運
動
推
進
本

部
女
性
室
『
あ
い
あ
う
』
三
〇
号
、
二
〇
一
九
年
六
月
、
九
頁
）。

 

（
大
谷
大
学
教
授　

近
代
日
本
仏
教
史
・
近
代
日
本
思
想
史
）

 

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉『
女
人
往
生
聞
書
』、『
家
庭
』、
真
宗
大
谷
派


